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研究成果の概要（和文）：森林管理者を育成してきた高等学校の森林・林業教育の内容を、社会の変化をふまえ
て改訂するために、戦後の「学習指導要領」での教育内容の変遷と、森林・林業教育を行っている高校の現状
（72校）を分析した。現在、高等学校の森林・林業教育は、専門学科や選択科目で行われ、学校間で多様であっ
た。大学の専門教育もふまえて教育内容を整理した結果、項目（意義・役割、森林生態と生育環境、森林の育
成・保全、林業土木、森林の測定と評価、森林計画、流通・林政、木材の性質・加工、木質材料、特用林産物）
が挙げられた。持続可能な森林管理として、木材の生産性を高める技術と森林の保全技術とを含むが、科目間の
重複が課題となった。

研究成果の概要（英文）：To revise contents of forest and forestry education in high schools, we 
analyzed the historical change of the educational contents based on the Ministry’s official 
guidelines for school teaching after World War II, and current status of 72 high schools related 
forest and forestry education. Now, forest and forestry education is provided both in specialized 
course and other course as elective subject, and aimed both techniques to raise productivity of 
forests and sustainable forest management including conservation. It was diversified in each school.
 Educational contents were reviewed based on the professional education in universities; which 
included meanings and roles of forestry, forest ecosystem and environment, silviculture and 
conservation, forestry engineering works, forest measurement and evaluation, forest planning, 
circulation and forest policy, property and processing of woods, quality of wood materials, and 
forest products. The overlap between subjects became the problem.

研究分野： 森林教育
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１．研究開始当初の背景 
(1)高等学校での専門教育の変化：専門教育
としての林業教育は、明治 15 年東京山林学
校設立以来、130 年の歴史を持つ（文献①）。
林業教育は、明治時代の専門教育の形成期に、
農業教育の中に位置づけられて以来、再生産
可能な木質資源を育成し、国土を守る産業と
しての林業の専門技術者、林野庁や都道府県
の林業職公務員などの養成を担ってきた。た
だし、普通科志向や大学等への進学率の向上
などから、職業教育を担ってきた専門高校教
育のあり方も問われている。高校の専門教育
は、進学を視野に入れた基礎・基本の充実を
目指す教育へ変化が求められている。林業教
育では、「高等学校学習指導要領」（文部科学
省、平成 11 年告示）以降、農業教育での標
準学科（林業科）が明示されなくなっている。 
 
(2)森林・林業教育の専門教育の変化：近年、
森林に対する社会のニーズが多様化してき
た。従来からの木材生産や国土保全などの機
能の発揮に加えて、国際的な環境問題の悪化
に伴い、地球環境の保全（温暖化防止）、生
物多様性の保全、里山の活用や持続可能なバ
イオマス資源の有効活用など多様な機能の
発揮が求められるようになった。 
森林の管理を担う技術者には、林業の技術

に加えて、環境保全など幅の広い知識・技術
が求められるようになった。こうしたニーズ
に対応するため、従来、林業科や林学科が主
流であった高等学校や大学の学科名は、森林
や環境などの名称の学科へと再編されてい
る（高等学校での専門教育を、ここでは森
林・林業教育とする）。また、森林管理を担
っている林野庁では、持続可能な社会に不可
欠な森林資源の活用や環境保全に配慮でき
る専門的な人材を確保するため、施策（緑の
雇用、フォレスター研修など）を実施してい
る（文献②）。森林・林業分野では、新たな
森林・林業教育の展開が期待されている。 
 林業は、木の育成に長期間がかかり、国土
の保全や自然環境保全にも関わる広域を対
象とするため、農業と同じ第一次産業でも違
う専門性を持ち、独自の検討が必要である。 
 

(3)森林・林業教育の教育内容の検討の必要
性：森林・林業分野は、教育学部に教員養成
課程を持たず、教員養成は農学部など専門分
野が担っている。ただし、日本森林学会など
の専門分野の学会では、専門教育が研究課題
となっている訳ではない。森林・林業教育の
教科書は、文部科学省著作教科書として作成
されているが、専門教育の裏付けとなる研究
が十分に行われている訳ではない。 
これからの新たな森林・林業教育の展開に

は、森林・林業をめぐる最新の社会情勢や専
門的知見をふまえて、専門教育の歴史と実態
に即した教育内容の検討が必要といえる。 
 
２．研究の目的 

教科「農業」での森林・林業教育は、現在、
学習指導要領で３科目（「森林科学」、「森林
経営」、「林産物利用」）設定されている。大
学への進学率が向上した今日、専門高校の専
門教育のあり方が変化し、新たな専門教育の
実施が求められている。林業科目の名称も変
わり、教育内容には環境の保全やバイオマス
資源などが盛り込まれてきている。そこで、
新たな森林・林業教育としての基礎・基本と
なる内容の検討や、習得すべき具体的な技術
など習得基準を検討することが必要である。 
本研究では、戦後の森林・林業教育の内容

を分析し、大学教育の現状をふまえ、これか
らの高等学校での森林・林業教育に必要な教
育内容を整理し提案することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)戦後の森林・林業関連科目の内容の変遷
の分析：森林・林業教育科目の内容を検討す
るにあたり、まず、森林・林業教育でどのよ
うな内容が教えられてきたのかについて分
析を行う。戦後、高等学校の森林・林業教育
では、専門の技術者養成を担ってきた（文献
③）。教育内容の変遷は、学習指導要領の記
載事項と教科書をもとに変遷を捉える。高等
学校の森林・林業関連科目は、昭和 24 年に
５科目が設定されて以来、改訂され（最大 10
科目設定）、現在は３科目に統合されるなど、
めまぐるしく変化してきている（文献④）。 
 
(2)高等学校の森林・林業教育の実態分析：
高校教育の実態に即した提案を行うために、
高等学校での森林・教育に関する実態調査を
もとに現状を分析する。高校教員や文部科学
省著作教科書の編著者への聞き取りなどの
意見収集も行う。 
 
(3)森林・林業教育の内容と習得基準の提
案：森林・林業教目の内容を整理するために、
他教科（中学校技術科）の習得基準の検討例
を参考にする。さらに、最新の森林学の研究
をふまえるため、大学での専門教育の内容と
比較し、高等学校における森林・林業教育と
しての学ぶべき内容について検討する。  
 
４．研究成果 
(1) 戦後の森林・林業関連科目の内容の変遷
の分析：森林・林業教育に必要な教育内容と
習得基準を検討するために、戦後の専門高校
の森林・林業教育の内容について、「学習指
導要領」と教科書を分析した。 
 「森林経営」関連科目は、当初「林業経済」
が設置された。学習指導要領改訂に際して科
目が見直され、昭和 40 年代には２科目（「測
樹」、「林業経営」）、科目名は合計５種類あっ
た。科目の目標は、林業に関わる能力の育成
から、持続的な森林経営の能力へ変化した。
戦後の教育内容をまとめると、４分野（概論、
測樹、経営、林政）８項目になった（文献⑤）。 
「森林科学」関連科目を「森林経営」関連



科目と同様に分析した結果（論文③）、当初
「森林生産」と「森林土木」が設定され、以
降改訂され（合計８種類）、昭和 40年代に最
大４科目あった。内容は、育林分野（「森林
生産」、「育林」、「森林科学」）と、林業土木
分野（「森林土木」、「伐木運材」、「砂防」、「林
業機械」、「林業土木」）を含んでいた。科目
の目標は、木材の生産や育林に関する知識や
技術の習得と能力や態度の育成から、森林の
保全に関する知識や技術の習得に変化した
（平成元年以降）。育林分野の教育内容をま
とめると、４分野（概論、森林生態、森林の
育成、人間社会と森林）10項目で、項目は戦
後一貫していたが、育林技術に関する内容が
減るなど、技術的な教育内容が減少していた。 
その他の科目を含め、学習指導要領をもと

に森林・林業教育の内容をまとめ、教育内容
の項目を整理すると、森林管理の意義・役割、
森林生態と生育環境、森林の育成・保全、林
業土木、森林の測定と評価、森林計画、流通・
林政、木材の性質・加工、木質材料、特用林
産物が挙げられた（図書①）。教育の目標に
は、森林の生産性を高める知識・技術の習得
と、森林保護や多面的機能をふまえた森林の
保全・利用を図る能力・態度が掲げられ（文
献④）、将来を担う職業人の基礎教育として
の位置づけとなっていた。 
 
(2)高等学校の森林・林業教育の実態分析：
高等学校での専門教育についての実態調査
を行った。森林・林業教育を実施している高
等学校について、「専門高校における森林・
林業教育に関するアンケート調査」（2014年、
林野庁研究指導課）をもとに分析した結果
（論文①）、全国 72校（生徒 4,987 人、教員
267人）のうち、70校が演習林を保有し（授
業での活用は 64校）、実践的な教育が実施さ
れていた。学科は、農業専門学科 61 校（名
称：林業・林産系８校、森林系 22 校、グリ
ーン・緑地系 13校、環境系 11 校、農業系７
校）、総合学科 10 校、普通科１校であった。
生徒の男女比は、８：２で（男子 100％が８
校）、男子が多いが、女子が半数以上を占め
る学科もあった。森林・林業教育の担当教員
のうち、森林・林業関連の大学等卒業生は４
割に留まり、専門性の面で課題がみられた。 
各校の教育課程を見ると、森林・林業３科

目や「測量」などを含め３年間で森林・林業
を学ぶ森林・林業の専門学科と、コース選択
で２～３年次に森林・林業を学ぶ専門学科、
その他、選択科目の一つとして森林・林業科
目を設置している学校とがあった。森林・林
業教育は、学校間での差異が大きいといえた。 
卒業生の進路を見ると、総合学科等を含む

森林・林業教育を実施している学校の約９割
から、森林・林業分野への就職・進学の実績
があった。関連分野へ人材が輩出されていた。 
以上から、森林・林業の専門教育の状況は

学校間での差異があり、教育目的に応じた教
育内容の設定の必要性が挙げられた。 

(3)森林・林業教育の内容と習得基準の提
案：中学校の技術科教育では、これからの時
代に必要な教育内容を学会で検討しており、
日本産業技術教育学会が技術教育としての
教育内容を整理していた（文献⑥）。学習指
導要領（平成 20 年）で、新たに生物育成が
必修化されたのに伴い、生物育成を学習させ
るために、生物育成の教育内容（栽培の準
備・初期・中期・終期段階）が検討され（文
献⑦）、生物育成の学習として、林業の指導
内容の検討も行われていた（文献⑧）。 
 技術科教育での生物育成（林業）の教育内
容を整理した手法をふまえて、大学の森林・
林業教育の内容をもとに、高等学校での森
林・林業教育の３科目の教育内容を整理した
（図書①）。その結果、教育内容の項目には、
意義・役割（森林管理、森林資源の循環利用）、
森林生態・生育環境、森林の育成・保全、木
材の生産・山地の保全、森林の測定と評価、
森林計画、流通、林政、木材の性質・加工、
木材の性質・用途・加工、木質材料、特用林
産物、社会との関わりが挙げられた。教育内
容は、選択科目での実施を考慮して、重要項
目を焦点化して示した。この結果を現行の森
林・林業教育の内容と比較すると、持続可能
な森林管理（ゾーニングなど）、生態系の保
全（生態系サービスなど）、森林の歴史など
の内容が盛り込まれたが、科目間の重複が課
題となった。 
効率的な森林・林業教育の実施を図るため

の今後の課題として、科目間の関連性を整理
して教育内容の体系化を図り、科目の内容を
再構成することが挙げられた。 
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